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反応型けい酸塩系表面含浸材による

既設浄水池の表面保護工事

l工事概要

工事名称 :西部浄水場第3浄水池耐震化修繕工

事

工事場所 :香川県三豊市高瀬町佐股

発 注 者 :香川県県営水道事務所

施工期間 :平成25年9月～12月

元請会社 :御母総合開発

現場代理人 :馬場英喜

構 造 物 :既設浄水池(上水道施設)

施工部位 :外周壁

使用材料 :反応塑けい酸塩系表面含浸材 ｢CS-

21｣(CB-020055-Ⅴ),表面被覆材 ｢CS

フィラー#120P｣(解け ストン)

使用工法 :CS-21フィラー工法

施工面積 :約600m2

l工法採用の経緯

香川県水道用水供給事業は,吉野川総合開発

計画 ｢香川用水事業｣の一環として計画された

広域水道である｡吉野川上流で降った雨を早

明浦ダムに貯め,池田ダムから取永し,香川用

水幹線水路を経て,県内4つの浄水場に導水し

浄イヒした後,各市町-水道水として供給してい

る｡

現在,大規模地震においても安定した供給が

傭)総合開発

行えるように,水道施設の更新 ･耐震化が進め

てられており,本工事は,送水開始から約40年

が経過した西部浄水場第3浄水池の耐震化修繕

工事である｡

当該物件では,経年劣化により外周壁にひび

割れが発生していたため,ひび割れ補修とあわ

せて表面保護工法による耐久性向上対策が検討

された｡

背面湿気の影響を強く受ける施工条件である

ことから,水蒸気透過性を阻害しないこと,ま

た部分補修跡が第三者に不安を与えないよう美

観を回復させることが求めらjlたO

そこで,反応型けい酸塩系表面含浸材塗布に

よる表面保護と表面被覆材(ポリマーセメント

モルタル)被覆による美装の複合工法が設計さ

れた｡

I材料の特長

本工事に選定した表面含浸材は,コンクリー

ト表面に塗布することで,目視では発見し難い

微細なひび割れの内部 ･深部を含む表層部の空

隙を赦密化し,施工後新たに発生する微細空隙

も再反応して充填する性能により,水や各種劣

化因子の侵入を長期にわたり抑制する｡

このほか,(∋水和反応活性成分を含有してお

り,材齢の古いコンクリートでも効果を発揮す
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写真-1 全景(施工前)写真-4 表面被覆材こて塗り 外壁を紹麗に補修するテクニック t,亀叩rせ写

真-2 ひび割れ注入(バルーン式) 写真-3 表面含浸材塗布

:1回目(躯体面)写真- 5 表面含浸材塗布


